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  巳
年 

新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

山
本 

均 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

健
生
会
は
４
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

昨
年
１
２
月
に
は
４
０
周
年
行
事

と
し
て
、
コ
コ
ネ
リ
・
ホ
ー
ル
に
て
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
や
会

員
の
談
話
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ

ー
ク
ル
活
動
の
報
告
に
よ
り
４
０
年
の

歴
史
を
振
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
当

会
の
活
動
に
ヒ
ン
ト
と
な
る
講
演
や
演

奏
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
４
０
周
年
に
あ
た
っ
て
の
皆

様
の
思
い
を
綴
っ
た
「
記
念
誌
」
を
フ

ル
カ
ラ
ー
印
刷
に
て
編
纂
し
、
加
え
て

健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
に
毎
月
寄
稿
い
た
だ

い
て
い
る
尾
崎
看
護
師
の
「
健
康
だ
よ

り
」
４
年
分
を
別
冊
と
し
て
取
り
纏
め

ま
し
た
。
こ
の
二
冊
を
参
加
さ
れ
た

方
々
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
。
式
典

に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様
に

は
別
途
お
手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
等
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
４
０
周
年
記
念
式
典
の

模
様
に
つ
い
て
は
、
３
～
４
ペ
ー
ジ
に

詳
し
い
記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

式
典
で
も
ご
報
告
し
た
よ
う
に
、
現
在

当
会
で
は
、
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

① 

定
例
活
動
と
し
て
、「
健
生
会
ニ
ュ

ー
ス
」
の
編
集
発
行
、「
健
康
と
生

き
が
い
に
関
す
る
講
演
会
」
の
開

催
、「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な

の
ぶ
ん
か
さ
い
」
の
開
催
。 

② 

サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、「
ま
ゆ
の 

        会
」「
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
」 

「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」「
健
康
太
極
拳

体
操
」「
読
書
サ
ロ
ン
」「
こ
ぶ
し
朗

読
の
会
」「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
」 

「
ス
マ
ホ
倶
楽
部
」 

③ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、「
や

す
ら
ぎ
会
に
よ
る
使
用
済
み
切

手
整
理
」、「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼

食
（
カ
レ
ー
）
づ
く
り
」「
こ
ぶ
し

朗
読
の
会
に
よ
る
敬
老
施
設
で

の
朗
読
」 

④ 

会
員
相
互
の
懇
親
の
場
と
し
て 

「
新
年
会
、
納
涼
食
事
会
」
の
開
催 

本
年
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
会
員
の
意
向
と
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
分
野
で
の
展
開
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

因
み
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
行
え
る
事

業
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

は
２
０
の
活
動
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

当
会
の
活
動
は
引
き
続
き
「
保
健
、
医

療
、ま
た
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
」

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
展
開

に
よ
っ
て
は
「
子
供
の
健
全
育
成
を
図

る
活
動
」
や
、「
社
会
教
育
の
推
進
を
図

る
活
動
」
な
ど
の
分
野
も
視
野
に
入
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

４
０
歳
は
人
間
な
ら
「
不
惑
」
と
い

わ
れ
る
年
齢
で
す
。
創
立
以
来
の
会
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
、
皆
の
健
康
は
皆
で
守
ろ
う
。
健

康
を
与
え
ら
れ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
よ
う
。」
を
念
頭
に
、
４
０
年
間

活
動
し
て
き
た
歴
史
の
上
に
新
た
な
試

み
を
加
え
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
、
１
０

年
後
の
姿
も
考
え
な
が
ら
、
時
代
に
則

し
た
活
動
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
は
巳
年
。
蛇
が
脱
皮
を
す

る
よ
う
に
、新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年
、

ま
た
努
力
を
重
ね
て
物
事
を
安
定
さ
せ

て
い
く
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

小
さ
く
と
も
一
歩
ず
つ
、
新
た
な
活
動

を
模
索
す
る
と
と
も
に
皆
で
サ
ー
ク
ル

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
画
し

て
行
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
更
な
る

ご
発
展
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

     

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語 

 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  
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生 

会 
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● 

健
康
だ
よ
り 

 
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

尾
﨑 

幹
子 

 

「 

筋
肉 

」 

筋
賀
新
年 

新
年
が
、
筋
肉
を
喜
び
・
育
て
、
健

康
で
自
分
の
生
活
を
保
ち
納
得
で
き
る

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

「
筋
肉
と
は
一
生
の
付
き
合
い
に
な
り

ま
す
。
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
は 

相
手
（
筋
肉
）
を
良
く
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
筋
肉
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
．
筋
肉
の
種
類 

 

構
造
や
働
き
に
よ
っ
て
、
骨
格
筋
、

心
筋
、平
滑
筋
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

Ａ
、
骨
格
筋
（
筋
肉
全
体
の
４
０
％
） 

・
骨
格
に
付
い
て
お
り
、
収
縮
に
よ
っ

て
体
を
支
え
動
か
す
。 

・
運
動
に
よ
っ
て
増
加
す
る
。
何
歳
か

ら
で
も
可
能 

・
自
分
の
意
思
で
自
由
に
動
か
せ
る
。 

・
３
０
歳
か
ら
低
下
し
始
め
る
。 

Ｂ
、
心
筋 

・
心
臓
だ
け
に
あ
り
、
心
臓
を
動
か
し

て
い
る
筋
肉
で
す
。 

・
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
一
生
の

間
規
則
正
し
く
働
き
続
け
る
。 

Ⅽ
、
平
滑
筋 

・
消
化
管
、
血
管
の
壁
に
あ
る
筋
肉
で
、

消
化
や
血
流
を
助
け
る
筋
肉
で
す
。 

・
自
分
の
意
思
で
は
、
動
か
し
た
り
止

め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

２
．
筋
肉
（
骨
格
筋
）
の
働
き
・
役
割 

 

特
に
骨
格
筋
は
、
日
常
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
動
作
を
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、

且
つ
心
臓
や
内
臓
の
働
き
に
も
関
与
す

る
重
要
な
器
官
で
あ
り
、
自
分
の
意
思

で
動
か
せ
る
唯
一
の
筋
肉
で
す
。 

➀
体
を
動
か
し
、
姿
勢
を
維
持
す
る
。 

②
衝
撃
の
吸
収
、
血
管
・
臓
器
の
保
護
。 

③
ポ
ン
プ
の
役
割
。（
血
液
循
環
） 

 

心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
血
液
は
、

全
身
を
巡
っ
て
静
脈
を
通
じ
、
再
び
心

臓
に
戻
っ
て
く
る
。
心
臓
か
ら
遠
い
場

所
に
な
る
と
血
液
の
流
れ
は
勢
い
が
弱

く
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
筋
肉
が
伸
び

た
り
縮
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
静
脈
に
圧

力
が
か
か
り
血
液
の
循
環
が
促
進
さ
れ

ま
す
。（
筋
の
ポ
ン
プ
作
用
）
中
で
も
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
は
重
要
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。（
第
二
の
心
臓
と
呼
ば
れ
る
） 

④
熱
生
産
、
代
謝
上
昇
。 

 

人
間
は
体
温
３
６
℃
～
３
７
℃
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
熱
生
産
の
約
６

割
を
筋
肉
が
占
め
て
い
ま
す
。
熱
の
発

生
に
よ
っ
て
寒
い
環
境
下
で
も
一
定
の

体
温
を
保
ち
、
生
命
を
維
持
す
る
為
の

基
礎
代
謝
は
主
に
骨
格
筋
が
担
っ
て
い

ま
す
。
骨
格
筋
の
量
が
多
け
れ
ば
そ
の

分
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
糖
質
や
脂
質

の
代
謝
が
増
え
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

⑤
免
疫
力
を
上
げ
る
。 

 

免
疫
細
胞
（
リ
ン
パ
球
な
ど
）
は
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
（
ア
ミ
ノ
酸
）
に
よ
っ
て

活
性
化
さ
れ
ま
す
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は

筋
肉
内
に
多
く
蓄
え
ら
れ
て
い
る
事
か

ら
筋
肉
が
減
る
と
免
疫
機
能
が
低
下
。 

⑥
ホ
ル
モ
ン
の
産
生
。 

 

筋
肉
は
体
を
動
か
す
他
に
、
運
動
に

よ
り
生
理
活
性
物
質
ホ
ル
モ
ン
（
マ
イ

オ
カ
イ
ン
）
を
分
泌
し
ま
す
。 

＊
マ
イ
オ
カ
イ
ン
の
主
な
役
割 

代
謝
促
進
に
よ
る
体
脂
肪
分
解
、
骨
形

成
促
進
、
動
脈
硬
化
予
防
、
認
知
症
の

予
防
、
免
疫
機
能
改
善
、
抗
炎
症
作
用

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
運
動
を
す
る
こ
と

は
、
骨
格
筋
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
脳

の
循
環
が
良
く
な
り
神
経
細
胞
の
活
性

が
向
上
し
、
脳
や
心
の
健
康
維
持
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。 

⑦
水
分
を
蓄
え
る
。 

 

骨
格
筋
は
、
か
ら
だ
全
体
の
六
割
の

水
分
を
保
持
し
て
い
る
。
筋
肉
量
の
低

下
は
脱
水
や
熱
中
症
な
ど
を
招
き
易
く

な
る
と
言
え
ま
す
。（
資
料
：
豊
橋
ハ
ー

ト
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
「
骨
格
筋
の
役
割
」） 

３
．
筋
肉
量
を
維
持
す
る
に
は 

 

筋
肉
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
生

活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
維
持
向
上
に
は
筋

肉
量
が
大
切
で
す
。 

＊
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
く
影
響
す
る
筋
肉 

 

・
太
も
も
（
大
腿
四
頭
筋
）・
お
尻
の

筋
肉
（
大
殿
筋
）・
腰
の
筋
肉
・
背
中
の

筋
肉
。 

こ
れ
ら
の
筋
肉
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
、
日
常
か
ら

活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
筋
肉
は
鍛
え
る
こ
と
で
、
何
歳
に

な
っ
て
か
ら
で
も
強
く
大
き
く
発
達
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
筋
肉
や
関
節
に
か

か
る
負
担
が
小
さ
い
｛
ス
ロ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
｝
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。（
順
天

堂
大
学
大
学
院
：
谷
本
道
哉
教
授
） 

私
た
ち
が
筋
肉
を
維
持
向
上
さ
せ

る
為
に
日
々
、
体
操
・
運
動
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
動
け

る
身
体
、
転
倒
予
防
の
た
め
だ
け
で
は

な
い
。
生
命
維
持
に
必
要
な
は
た
ら
き

を
し
て
い
る
筋
肉
を
鍛
え
て
い
た
わ
け

で
す
。
筋
肉
の
多
く
の
働
き
を
知
り
、

改
め
て
こ
れ
か
ら
の
運
動
や
食
事
等
へ

の
取
り
組
み
方
に
気
合
が
は
い
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
無
理
な
く
持
続
的
に
。

一
生
の
お
付
き
合
い
で
す
か
ら
。
大
切

な
筋
肉
を
支
え
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。 
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「
創
立
４
０
周
年
記
念
式
典
」 

開
催
報
告 

酒
井
喜
嗣 

・
日
時 

１
２
月
５
日
（
木
） 

 
 
 

 

１
０
時
～
１
５
時
３
０
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
場
所
：
コ
コ
ネ
リ
・
ホ
ー
ル 

・
来
場
者
数
：
５
４
名 

（
会
員
４
８
名
、
ご
招
待
者
６
名
） 

各
テ
ー
ブ
ル
に
「
４
０
周
年
記
念

誌
」、
記
念
品
「
江
古
田
明
和
会
の
お
菓

子
」、
昼
食
用
の
「
お
弁
当
・
飲
み
物
」

な
ど
を
全
員
分
セ
ッ
ト
し
、
開
場
と
な

り
ま
し
た
。
記
念
式
典
は
、
お
昼
の
会

食
を
挟
ん
で
２
部
構
成
に
て
開
催
。 

◆
第
一
部
：
記
念
祝
賀
会 

山
本
会
長
か
ら
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
来
賓
３
名
の
方
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

・
社
会
福
祉
法
人 
江
古
田
明
和
会 

 
 
 
 

理
事
長 

鴻
森 

和
明 

様 

・
練
馬
区
社
会
福
祉
協
議
会 
豊
玉
障 

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

き
ら
ら 

所
長  

菊
池
貴
代
子 
様 

・
練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 

看
護
師 

尾
崎 

幹
子 

様 

続
い
て
、
歴
代
会
長
の
青
木
相
談
役
と

保
坂
相
談
役
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
，
役
員
活
動
に
１
０
年
以
上
も

貢
献
さ
れ
て
い
る
青
木
相
談
役
、
保
坂

相
談
役
、
内
田
副
会
長
、
土
橋
役
員
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
全
員
の
集
合
写
真
撮
影
の
後
、

こ
の
５
年
間
の
活
動
報
告
を
聞
き
な
が

ら
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
第
二
部
：
記
念
講
演
・
公
演 

・
講
演
「
利
他
と
運
」 

顧
問 

渡
邊 

一
雄 

様 

人
生
１
０
０
年
時
代
の
生
き
方
と
し
て 

運
を
引
き
寄
せ
る
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。 

・
講
演
「
介
護
の
現
場
か
ら
み
た 

歳
を
重
ね
た
シ
ル
バ
ー
世
代
こ
そ
の 

ひ
ら
め
き
」 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ニ
ケ
ア
ホ
ー
ム 

「
き
み
さ
ん
ち
」 

管
理
者  

介
護
福
祉
士 

志
寒 

浩
二 

様 

会
場
か
ら
は
関
心
大
な
の
か
認
知
症
の

質
問
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

・
公
演
「
今
日
を
１
番
良
い
１
日
に
」 

ピ
ア
ニ
ス
ト
作
曲
家 

上
園 

賢
一 

様 

シ
ョ
パ
ン
作
曲
『
ノ
ク
タ
ー
ン
２
番
』、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
『
月
の
光
』
な
ど

３
曲
を
お
話
交
え
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、
４
０
年
前
の
日
航
機
墜
落

事
故
で
亡
く
な
っ
た
坂
本
九
の
「
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
空
の
星
」
を
上
園
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
、渡
邊
顧
問
、

片
山
監
事
と
会
場
の
皆
さ
ん
で
、
歌
っ

て
多
い
に
盛
り
上
が
り
、
内
田
副
会
長

の
挨
拶
で
無
事
に
終
演
と
な
り
ま
し
た
。 

                              

令
和
七
年
一
月 

 

謹
ん
で
新
年
の 

 
 

ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を 

お
祈
り
す
る
と
共 

に
本
年
も 

ど
う
ぞ
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
生
会 

役
員
一
同 

 

・
会 

長 
 

 

山
本 

均 

・
副
会
長 

 
 

内
田 

稚
代 

 

〃 
 

  

竹
内 

善
治 

・
会 

計 
 

 

土
橋 

昌
子 

〃 
   

  

山
本 

稔
子 

   
 

〃       

水
野 

統
子 

・
事
務
局 

 
 

濱 

寿
美
子 

 

〃 
 
 

横
田 

邦
彦 

 

 

〃 
 
 

竹
内 

律
子 

 

〃 
 
 

田
中 

昌
美 

 

〃 
 
 

酒
井 

喜
嗣 

 

・
監
査 

  
 

片
山 

陽
一 

 

〃 
 
 

橘
高 

敦
子 

 

・
相
談
役 

 
 

青
木 

玲
子 

 

 

〃 
 
 

保
坂 

武
雄 

 

・
顧
問 

 
 

 

渡
邊 

一
雄 

  

 

 

 

鴻森様 尾崎様 菊池様 
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●
ま
ゆ
の
会
＆
例
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
レ
ッ
ス
ン
』
開
催
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柳
瀬
紀
子 

１
１
月
２
５
日
（
月
）
コ
コ
ネ
リ
・
ホ

ー
ル
に
て
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
佐
藤
僚
子
様
・
渡
井
智
美
様

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
『
ビ
ュ
ー
テ
ィ

レ
ッ
ス
ン
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
参

加
者
１
３
名
）
こ
う
し
た
美
容
が
テ
ー

マ
の
講
座
は
健
生
会
で
初
め
て
の
試
み

⁈
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
始
め
は
と
て

も
緊
張
さ
れ
た
ご
様
子
で
、
表
情
も
動

作
も
カ
チ
カ
チ
、
で
も
若
く
美
し
い
講

師
お
二
人
の
優
し
い
楽
し
い
ト
ー
ク
と

進
行
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
和
や
か
な

雰
囲
気
に
な
っ
て
皆
さ
ん
ノ
リ
ノ
リ
で

レ
ッ
ス
ン
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ク
レ

ン
ジ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
、
ス
キ
ン
ケ
ア

（
化
粧
水
～
乳
液
）ベ
ー
ス
メ
イ
ク（
ハ

イ
ラ
イ
ト
～
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
そ

し
て
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
眉
を
描

い
て
い
た
だ
き
、
頬
紅
～
ア
イ
カ
ラ
ー

と
進
み
、
口
紅
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
皆

さ
ん
の
お
顔
が
ど
ん
ど
ん
明
る
く
晴
れ

や
か
に
な
っ
て
い
く
の
が
本
当
に
び
っ

く
り
！
感
動
し
ま
し
た
。
お
世
辞
抜
き

で
マ
イ
ナ
ス
１
０
歳
若
見
え
確
定
で
す
。

普
段
お
化
粧
を
あ
ま
り
さ
れ
な
い
方
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
れ
て
い
る
方
も
新
し
い

学
び
、
発
見
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
女
性
に
と
っ
て
美
容
は
と

て
も
大
切
、
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
心

も
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。 
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●
「
例
会
を
兼
ね
た
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

防
災
学
習
・
体
験
」
開
催
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

喜
嗣 

・
日
時
：
１
１
月
１
８
日
（
木
） 

１
０
時
～
１
２
時 

・
場
所
：
区
立
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー 

・
参
加
者
：
１
８
名 

当
日
は
秋
の
紅
葉
真
只
中
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
光
ヶ
丘
に
あ
る
区
立
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
防
災
学
習
コ
ー
ス
を

受
講
し
て
来
ま
し
た
。 

◆
防
災
講
話 

首
都
直
下
地
震
が
起
き
た
場
合
の
練
馬

区
に
お
け
る
規
模
・
被
害
・
初
期
行
動
・

事
前
備
え
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
で
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
お
話
で
す
。 

・
世
界
で
起
き
て
い
る
地
震
の
２
０
％ 

が
日
本
と
地
震
大
国
を
痛
感 

・
避
難
所
以
外
に
福
祉
避
難
所
も
存
在 

・
備
蓄
「
食
べ
る
と
出
る
は
セ
ッ
ト
」 

 

お
土
産
に
「
災
害
用
仮
設
ト
イ
レ 

セ
ッ
ト
」
を
頂
き
皆
さ
ん
大
喜
び 

◆
防
災
体
験 

地
震
、
煙
ハ
ウ
ス
、
初
期
消
火
に
関
す

る
３
体
験
が
出
来
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
体
験
し
た
感
想
で
す
。 

・
熊
本
地
震
の
震
度
７
を
体
験
し
ま
し

た
が
凄
ま
じ
か
っ
た
で
す
！ 

熊
本
の
方
々
能
登
半
島
の
方
々
ど
ん
な

に
か
恐
ろ
し
か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。 

・
震
度
７
の
揺
れ
の
凄
さ
に
驚
き
ま
し

た
し
、
改
め
て
在
宅
避
難
の
備
え
を
し

な
い
と
い
け
な
い
な
！
と
実
感
し
ま
し

た
。
避
難
所
７
０
０
人
に
対
し
て
ト
イ

レ
３
つ
と
い
う
の
が
衝
撃
過
ぎ
ま
し
た
。 

・
起
震
車
、
煙
良
い
経
験
で
し
た
。 

特
に
消
火
器
は
持
っ
て
い
て
も
使
っ
た

事
が
な
い
か
ら
？
？
？
で
し
た
が
体
験

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
！ 

                   

● 

読
書
サ
ロ
ン
報
告 

４
３
回
・
１
２
月
１
３
日
（
火
）
８
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

山
本
稔
子 

 

い
く
つ
か
の
本
が
紹
介
さ
れ
た
中
で
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
物
語
」
が
あ
り
ま
し

た
。「
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
美
術
館
」
展
に
行
か
れ
た
方
が
、
以

前
そ
の
地
を
訪
れ
た
時
に
思
い
を
馳
せ

こ
の
本
を
読
ま
れ
た
よ
う
で
す
。 

建
築
、
美
術
等
の
宝
庫
、
中
世
の
ベ
ネ

チ
ィ
ア
を
塩
野
七
生
さ
ん
が
余
す
こ
と

な
く
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
本
の
中
、

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
最

大
の
天
才
と
評
さ
れ
、
そ
の
絵
「
聖
母

被
昇
天
」
は
当
時
の
最
高
傑
作
と
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
作
風

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
書
き
た
い
風
景

を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

に
は
逆
さ
に
映
る
為
、
そ
の
状
態
を
鏡

に
写
し
、
上
下
が
直
っ
た
状
態
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
描
き
だ
す
。実
に
綿
密
に
、

正
確
に
。
風
景
も
人
物
も
ま
る
で
写
真

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
雑
談
の

中
で
は
野
球
の
大
谷
翔
平
氏
は
紛
れ
も

な
く
「
ギ
フ
テ
ッ
ド
」
だ
。
し
か
も
人

間
的
に
も
特
別
に
優
れ
た
人
と
。
ギ
フ

テ
ッ
ド
は
Ｉ
Ｑ
や
、運
動
能
力
、芸
能
、

芸
術
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
の
才
能
を

神
様
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
人
を
指
し

ま
す
。
ま
さ
に
日
本
の
誇
り
で
す
。 

●
『
ま
ゆ
の
会
の
部
屋
』 

柳
瀬
紀
子 

１
２
月
の
ま
ゆ
の
会
は
、
総
勢
１
５
名

野
瀬
幸
枝
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
絵

手
紙
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
！
先
ず
は
筆

の
持
ち
方
、線
の
書
き
方
の
練
習
か
ら
。 

皆
さ
ん
腕
が
ぷ
る
ぷ
る
！
背
筋
ピ
ン
と

姿
勢
正
し
く
？
い
つ
に
な
く
終
始
真
剣

な
様
子
で
初
め
て
の
絵
手
紙
に
取
り
組

み
ま
す
。
野
瀬
先
生
の
優
し
く
も
的
確

な
ご
指
導
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
点
の
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
！
次
は
少
し
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
⁈
絵
手
紙
を
楽
し
み
ま
す
♪ 

            

♪
１
月
の
お
知
ら
せ 

日
時 

１
月
２
０
日(

月)

１
時
～ 

会
場 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
１
東 

作
品 

絵
手
紙
を
か
い
て
み
よ
う
続
編 

持
ち
物 

「
節
分
」
の
題
材 
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●
「
こ
ぶ
し
朗
読
の
会
」
報
告 

 

田
中 

昌
美 

第
６
２
回
１
１
月
１
６
日(

土) 

 

コ
コ
ネ
リ 

 
 
 

参
加
８
名 

第
６
３
回
１
２
月
７
日(

土) 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
参
加
８
名 

教
材 

両
日
、
斉
藤
洋
作
「
白
狐
魔
記
」 

★
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

１
１
月
１
６
日 

 

参
加
４
名 

通
所
者
２
０
名 

 

練
馬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

・
知
恵
遅
れ
で
も
純
粋
な
心
で
子
供
達

に
力
や
笑
い
を
与
え
る
虔
十
の
杉
林
。

宮
沢
賢
治
作
「
虔
十
公
園
林
」 

・
嵐
の
夜
に
真
っ
暗
闇
で
出
会
っ
た
ヤ

ギ
と
狼
。
お
互
い
に
相
手
が
ヤ
ギ
だ
と

は
狼
だ
と
は
知
ら
ず
に
意
気
投
合
し
て

し
ま
い
ま
す
。
木
村
裕
一
作
「
あ
ら
し
の

よ
る
に
」(

前
編) 

           

●
ス
マ
ホ
倶
楽
部
報
告 

 

横
田
邦
彦 

・
１
１
月
２
１
日 

 

１
３
時
～ 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

参
加 

２
名 

今
回
は
、
主
催
側
だ
け
で
パ
ソ
コ
ン
の

フ
リ
ー
ズ
の
対
応
の
話
に
な
り
ま
た
。 

・
１
２
月
３
日 

 
 

１
３
時
～ 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
２ 

参
加 

２
名 

●
太
極
拳
健
康
体
操
報
告 

土
橋
昌
子 

１
０
月
１
１
日
〔
金
〕
指
導
丸
山
英
子 

 

コ
コ
ネ
リ 

 
 
 

参
加 

５
名 

１
０
月
２
５
日
〔
金
〕 

学
習
セ
ン
タ
ー 

 

参
加 

４
名 

●
「
や
す
ら
ぎ
会
報
告
」 

橋
本 

光 
１
１
月
２
２
日
（
金
）
参
加 

６
名 

社
会
福
祉
協
議
会 

会
議
室 

●
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
作
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

マ
ツ
子 

１
１
月
８
日
（
金
） 
参
加 

５
名 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

◆
ニ
ュ
ー
ス
発
送
活
動
報
告 

・
ニ
ュ
ー
ス
「
割
付
・
校
正
」 
６
名 

１
０
月
１
５
日
〔
火
〕
コ
コ
ネ
リ 

 

山
本
〔
均
〕 

竹
内 

内
田 

酒
井 

土
橋 

竹
内
〔
律
〕 

 
 

・
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷 

発
送
」
１
６
名 

１
０
月
２
３
日
〔
水
〕
学
習
セ
ン
タ
ー 

山
本〔
均
〕 

保
坂 

内
田 

青
木 

濱 

竹
内
〔
律
〕 

土
橋 

高
山 

柳
瀬 

八
木 

荒 

鷺
池 

坂
本 

樋
口 

内
田
〔
ま
〕 

橋
本 

「
役
員
会
報
告
」 

１
１
月
３
０
日
〔
土
〕 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室 

出
席
者 

山
本（
均
）土
橋 

竹
内（
善
） 

竹
内
（
律
）
田
中 

横
田 

山
本
（
稔
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

横
田 

●
１
１
月
の
行
事
報
告 

１
８
日 

み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い 

 
 
 
 

社
協
に
は
報
告
書
提
出
済
。 

 
 

 

２
５
日 

例
会
：
ビ
ュ
ー
テ
ィ
講
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
名
参
加
。 

 

２
８
日 

東
京
探
訪
ク
ラ
ブ 

防
災
体
験 

１
８
名
参
加 

●
１
２
月
行
事
予
定 

１
・
第
４
回
み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い（
年

度
）
社
協
あ
て
助
成
金
申
請
予
定 

２
．
そ
の
他 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り 

●
１
月
号
ニ
ュ
ー
ス
関
係 

１
．
内
容
と
分
担
確
認 

 

●
４
０
周
年
記
念
式
典
＋
祝
賀
会 

 
 

準
備
確
認 

１
．
会
場
作
り
等
９
時
か
ら
準
備
開
始 

２
．
役
割
・
分
担
表
の
確
認 

３
．
参
加
人
数
、
弁
当
等 

●
そ
の
他 

こ
れ
か
ら
の
行
事 

１
．
新
年
会
の
開
催
検
討 

２
．
２
月
の
つ
な
フ
ェ
ス
は
従
来
通
り

ま
ゆ
の
会
出
展
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

 

横
田 

 

        

                      

～：～：～ＮＰＯ法人健生会 令和７年 新年会 開催のご案内～：～：～ 

日時：令和７年１月２３日（木）午後１時３０分 開始 

会場：かごの屋：目白通り練馬郵便局 隣接 

集合：かごの屋直接 １３時２０分集合 

参加費：3,000円 （申込時に役員に渡すか、サークルの担当係りに渡すか、してく

ださい）渡せない方はあらかじめ電話で申し込みされ下記口座に振り込み下さい。 

◆加入者名：健生会
けんせいかい

・口座番号 ００１９０－５－５６７９３９ 

◆申込先：土橋（０３－６３１７－４６８８）   山本稔子（090-3085-8077） 

 締め切り日：１月１８日迄  ２日以降のキャンセルは返金できませんのでご了承下さい。 

 

   

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い

ま
す
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
海
か
ら
新
年
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

船
上
よ
り 

令
和
七
年 

元
旦 

 
 
 
 
 
 
 

保
坂 

武
雄
・
邦
江 
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■
【
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
】 

第
１
４
７
回 

 

髙
田
健
治 

『
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
ド 

は
じ
ま
り
の
ワ

ン
ダ
ー
』 

画
家
と
し
て
成
功
し
た
人
生
を
謳

歌
す
る
女
性
に
、
誰
に
も
話
せ
な
か
っ

た
秘
密
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
人
の
命
を

救
う
こ
と
さ
え
で
き
る
勇
気
あ
る
や
さ

し
さ
の
物
語
。
そ
の
秘
密
の
全
貌
を
見

届
け
た
時
、
私
た
ち
は
自
分
の
心
の
中

の
光
に
気
づ
く
。
今
こ
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
必
要
な
力
を
手
渡
し
て
く
れ
る
、

感
動
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。 

過
ち
を
お
か
し
た
ジ
ュ
リ
ア
ン
の

お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
る

「
勇
気
あ
る
や
さ
し
さ
は
、
人
々
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」 

や
さ
し

さ
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
の
強
さ
。 

監
督
：
マ
ー
ク
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー 

１
２
月
６
日
（
金
）
公
開 

 

星
４
つ 

『
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
？
』 

面
倒
見
が
よ
く
、
絵
が
う
ま
く
て
優

秀
な
８
歳
違
い
の
姉
。
両
親
の
影
響
か

ら
医
師
を
志
し
、
医
学
部
に
進
学
し
た

彼
女
が
あ
る
日
突
然
、
事
実
と
は
思
え

な
い
こ
と
を
叫
び
出
し
た
。 

総
合
失
調
症
が
疑
わ
れ
た
が
、
医
師

で
研
究
者
で
も
あ
る
父
と
母
は
そ
れ
を

認
め
ず
、
精
神
科
の
受
診
か
ら
姉
を
遠

ざ
け
た
。 

二
十
年
に
わ
た
っ
て
カ
メ
ラ
を
通

し
て
家
族
と
の
対
話
を
重
ね
、
社
会

か
ら
隔
た
れ
た
家
の
中
と
姉
の
姿
を

記
録
し
た
本
作
。“
ど
う
す
れ
ば
よ
か

っ
た
か
？
”
家
族
と
い
う
他
者
と
の

二
十
年
に
わ
た
る
対
話
の
記
録
。 

監
督
：
藤
野
知
明 

１
２
月
７
日
（
土
）
公
開 

 

星
４
つ 

『
嗤
う
蟲
』 

空
前
の
田
舎
暮
ら
し
ブ
ー
ム
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
急
速
に
普
及
し
た
テ
レ

ワ
ー
ク
を
追
い
風
に
過
疎
化
が
急
速
に

進
む
地
方
自
治
体
も
、
あ
の
手
こ
の
手

と
趣
向
を
凝
ら
し
て
移
住
者
を
誘
致
し

て
い
る
。 

し
か
し
、
憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
が
恐

怖
の
ど
ん
底
に
堕
ち
て
し
ま
う
こ
と
も
。

移
住
先
で
村
の
掟
に
縛
ら
れ
、
背
い
た

も
の
に
は
常
軌
を
逸
し
た
制
裁
が
待
つ

村
八
分
の
恐
怖
。 

日
本
各
地
で
起
き
た
村
八
分
事
件

を
も
と
に
、
実
際
に
存
在
す
る
村
の

掟
の
数
々
を
リ
ア
ル
に
描
き
、
現
代

日
本
の
闇
に
隠
さ
れ
て
い
る
村
社
会

の
実
態
を
暴
く
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
狂
宴
）

ス
リ
ラ
ー
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。 

監
督
：
城
定
秀
夫 

２
０
２
５
年
１
月
２
４
日
（
金
）
公
開

 
 
 

星
４
つ 

 

                            
 

 
 

  

       

 

             

私
の
好
き
な
俳
句
㊻
（
う
ど
ん
の
巻 

② 

）
渡
邊
一
雄
（
三
遊
亭 

大
王
） 

 

何
と
な
く 

今
年
は
良
い
こ
と 

あ
る
ご
と
し 

元
日
の
朝 

晴
れ
て
風
な
し
（
啄
木
） 

 

 

毎
年 

元
日
の
朝 

こ
の
歌
を
口
す
さ
ぶ
。 

又
、
先
月
（
二
〇
二
四
・
一
一
月
）
他
界
し
た
、
谷
川
俊
太
郎
の
「
百
年
前 

ぼ
く
は

こ
こ
に
い
な
か
っ
た
。
百
年
後 

ぼ
く
は
こ
こ
に
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
詩
も
思
い

う
か
べ
る
。
下
名
も
今
年
で
か
ぞ
え
歳
九
十
才
（
卒
寿
）
の
愈
々
人
生
マ
ラ
ソ
ン
の
最

終
ホ
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
に
入
っ
た
。読
者
の
皆
様
と
共
に
楽
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
き
抜
い
て
い
き
た
い
。 

卒
寿
に
も 

あ
る
と
き
め
き
や 

酔
芙
蓉 

（
大
王
） 

さ
て 

冬
は
あ
た
た
か
い
饂
飩
（
う
ど
ん
）
が
食
べ
た
い
。
特
に
鍋
焼
き
う
ど
ん
が
旨

い
。 

う
ど
ん
の
名
句
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

① 

鍋
焼
き
の 

火
を
と
ろ
く
し
て 

語
る
か
な
（
尾
崎 

紅
葉
） 

② 

こ
の
道
は 

夜
泣
き
う
ど
ん
の 

通
る
道 

（
中
村 

治
） 

③ 

鍋
焼
き
の 

味
は
吹
か
れ
て 

誉
め
ら
れ
る
（
杉
本
一
本
杉
） 

④ 

と
あ
る
店
の 

素
う
ど
ん
旨
し 

初
大
師 

（
杉
山 

古
郷
） 

⑤ 

き
つ
ね
う
ど
ん 

熱
し 

蛍
の
い
る
町
に 

（
前
山 

松
花
） 

⑥ 

四
温
の
日 

踏
絵
の
町
の 

皿
う
ど
ん 

 

（
角
川 

源.

義
） 

⑦ 

手
打
ち
う
ど
ん 

こ
と
こ
と
刻
む 

春
隣 

(

染
谷 

栄
都
子
） 

⑧ 

伊
勢
に
来
た
か
ら
は 

薄
暑
の 

伊
勢
う
ど
ん
（
飯
島 

晴
子
） 

⑨ 
う
ど
ん
屋
を 

探
し
て
歩
く 

花
の
冷
え 

（
稲
畑 

灯
子
） 

⑩ 
蕎
麦
は
あ
れ
ど 

夜
寒
の
う
ど
ん 

き
こ
し
め
せ 

（
子
規
） 

⑪ 

花
の
雨 

き
つ
ね
う
ど
ん
の 

き
つ
ね
噛
む 

（
今
岡 

正
孝
） 

⑫ 

今
日
は
カ
レ
ー 

明
日
は
カ
レ
ー
う
ど
ん
か
な
（
由
美
） 

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
読
者
が
練
馬
地
区
の
人
が
多
い
の
で 

練
馬
に
も
驚
く
程
旨
い 

う
ど
ん
屋
が
あ
る
。
そ
れ
は 

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
の
「
エ
ン
座
」。 

い
つ
か 

健
生
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
行
き
た
い
ね
。 
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編 

集 

後 

記 

迎
春 新

し
い
年
を
迎
え
皆
さ
ま
と
共
に
楽
し
い
年

に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

昨
年
は
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
み
ん
な
の
ぶ
ん
か

さ
い
」
健
生
会
創
立
４
０
周
年
記
念
祝
賀
会
、

記
念
誌
作
成
と
役
員
は
と
て
も
忙
し
く
あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。 

今
年
も
新
年
会
を
始
め
と
し
て
、
皆
様
に
楽
し

め
る
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
行
く
所
存
で
お

り
ま
す
。
新
年
会
に
は
新
入
会
員
は
じ
め
多
く

の
会
員
の
方
の
出
席
を
期
待
し
、
親
睦
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

「
ま
ゆ
の
会
」
で
は
初
め
て
絵
手
紙
に
挑
戦
し

て
２
枚
も
書
け
た
の
で
す
ね
、
拝
見
し
た
い
で

す
！
個
性
が
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
・
・ 

又
渡
邊
先
生
の
俳
句
で
お
い
し
い
う
ど
ん
屋
さ

ん
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
の
「
ヱ
ン
座
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
ね
。
お
い
し
そ
う
！ 

実
は
私
も
一
押
し
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
有
り
ま

す
。
そ
こ
は
秩
父
の
民
家
を
移
築
し
た
建
物
で
、

庭
が
広
く
梅
の
木
と
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。 

今
に
健
生
会
の
「
東
京
深
訪
ク
ラ
ブ
」
で
行
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
鴨
そ
ば
一
押
し
！ 

又
、
今
回
「
ま
ゆ
の
会
」
＆ 

例
会
開
催
の
ビ
ュ

ー
テ
ィ
レ
ッ
ス
ン
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

皆
さ
ん
１
０
才
若
返
っ
て
・
・
拝
見
し
た
か
っ

た
で
す
。
保
坂
相
談
役
も
船
旅
の
船
上
よ
り
、

ご
夫
妻
で
新
年
の
挨
拶
と
日
の
出
の
写
真
を
送

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
有
難
う
！ 

ど
う
ぞ
船
旅
を
楽
し
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
。 

Ｃ
・
Ｕ 

２０２５年（令和７）１月 行 事 案 内  

 

 

▼  ９日（木）１０：００「役員会」ココネリ研修室５ 

▼  ９日（木）１３：００「スマホ倶楽部」ココネリ研修室２東 

▼ １０日（金）１０：００「きららカレーつくりボランティア」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １１日（土）１０：００「こぶし朗読の会」石神井公園区民交流センター研修室（3階） 

▼ １４日（火）１０：００「読書サロン」ココネリ研修室１西 

▼ １５日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター視聴覚室 

▼ １７日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ研修室１西 

▼ １８日（土）１０：００「こぶし朗読の会」ココネリ研修室２ 

▼ ２０日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ研修室１東 

▼ ２３日（木）１０：００「校正」ココネリ研修室３ 

▼ ２３日（木）１３：３０「新年会」かごの屋 練馬郵便局横 現地13:20集合 

▼ ２９日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター会議室１＋２ 

▼ ３０日（木）１０：３０「東京探訪クラブ」マヨテラス見学 大江戸線練馬駅改札前集合 

▼ ３１日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ研修室1西 

 

 ●
「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
募
集
案
内
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

喜
嗣 

 

今
回
は
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で 

人
気
の
施
設
見
学
を
企
画
し
ま
し
た
。 

・
日
時
：
１
月
３
０
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 

１
２
時
～
１
４
時 

・
場
所
：
マ
ヨ
テ
ラ
ス 

 
 
 
 

京
王
線
仙
川
駅
徒
歩
７
分 

・
集
合
：
大
江
戸
線
練
馬
駅 

改
札
前
１
０
時
３
０
分 

・
応
募
期
限
：
１
月
２
６
日
（
日
） 

１
９
２
５
年
に
キ
ユ
ー
ピ
ー
が
日
本
で 

初
め
て
製
造
・
販
売
し
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
。 

マ
ヨ
テ
ラ
ス
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に 

ま
つ
わ
る
様
々
な
情
報
や
ト
ピ
ッ
ク
を 

体
感
し
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
見
学 

施
設
で
す
。
巨
大
な
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

形
状
の
ド
ー
ム
も
あ
り
、
材
料
と
な
る 

大
量
の
卵
は
、
ど
う
や
っ
て
割
っ
て 

い
る
の
か
？
興
味
津
々
で
す
。 

試
食
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

見
学
ツ
ア
ー
は
約
１
時
間
く
ら
い
で
す
。 

★
注
意
事
項 

・
当
日
参
加
費
と
し
て
行
事
保
険
料 

込
み
で
１
０
０
円
お
願
い
し
ま
す
。 

・
売
店
は
、
現
金
が
使
え
な
い
そ
う
で
す
。 

・
参
加
希
望
の
方
は
、
早
め
に
酒
井
ま
で
。 

☎
０
８
０-

３
４
６
９―

４
５
６
３ 
酒
井 
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